
10
月
臨
時
会・29
年
活
動

▼
議
案
第
76
号
　
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）

　

城
坤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
整

備
事
業
の
工
期
変
更
に
よ
り
、
次
年

度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
経
費
の

限
度
額
を
定
め
る
も
の

▼
議
案
第
77
号
　
工
事
請
負
契
約
の

締
結
（
城
坤
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
改
築
工
事
）

　

株
式
会
社
丸
井
工
務
店
を
相
手
方

に
、
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る
こ

と
に
議
決
を
求
め
る
も
の

　

10
月
27
日
、
臨
時
会
が
開
か
れ
、

城
坤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
改
築

工
事
に
関
係
す
る
議
案
を
２
件
、
審

議
し
ま
し
た
。

　

議
案
は
委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略

し
て
審
議
さ
れ
、
質
疑
、
討
論
は
な

く
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

城
坤
コ
ミ
ュニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

改
築
工
事
関
係

議
案
を
可
決

10
月
臨
時
会

：賛成、　：反対　－は除斥または欠席した者です。　　　　　　　松永恭二議長は採決に加わっていません。

市庁舎及び市民会館整備等特別委員会には、改選前の市庁舎整備等特別委員会を含みます。

審議した議案とその結果平成29年10月臨時会 審議した議案とその結果平成29年10月臨時会

平成29年中の議会活動状況
本 会 議 運 営 状 況 委 員 会 等 開 催 状 況

区　　　分 区　　　分

招　集　回　数
会　期　延　日　数
本　会　議　日　数

原 案 可 決
原 案 否 決
専 決 承 認
そ　の　他

計

議
案
議
決
内
容

総 　 務 　 委 　 員 　 会
教 育 民 生 委 員 会
都 市 経 済 委 員 会
生 活 環 境 委 員 会

常
任
委
員
会

市庁舎及び市民会館整備等特別委員会
行財政改革特別委員会
議 会 改 革 特 別 委 員 会
予 算 決 算 特 別 委 員 会

特
別
委
員
会

全 　 員 　 協 　 議 　 会
議 会 運 営 委 員 会
各 　 派 　 会 　 長 　 会
広 報 広 聴 委 員 会

そ
の
他

選　挙　・　選　任
請　　　　　　　願
陳　　　　　　　情
決 議 ・ 意 見 書

定例会

4
108
28

臨時会

2
2
2

合　計

6回
110日
30日

委員会

5
5
5
5

協議会等

3
6
11
3

11
13
9
12

13
15
11
11

100
1
0
6
107

5
7
0
2

2
0
2
2
6

4
1
0
0

102件
1件
2件
8件
113件

9件
8件
0件
2件
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国
方
議
員　

県
広
域
水
道
企
業
団

議
会
議
員
に
本
市
か
ら
は
２
名
の
選

出
と
さ
れ
た
が
、
本
市
の
規
模
を
考

え
る
と
少
な
い
。
こ
れ
ま
で
も
２
名

で
は
少
な
い
と
指
摘
し
て
き
た
が
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
２
名
と
な
っ
た

の
か
。

　

 

水
道
部
長　

県
広
域
水
道
企
業
団

議
会
の
議
員
定
数
及
び
各
自
治
体
か

ら
の
選
出
人
数
は
、
全
国
の
広
域
水

道
企
業
団
や
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
な
ど
の
組
織
を
参
考
に
準
備
協

議
会
で
協
議
さ
れ
、
ま
と
め
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。
本
市
は
準
備
協
議
会

な
ど
で
機
会
あ
る
ご
と
に
議
員
定
数

や
企
業
団
議
会
の
運
営
に
つ
い
て
十

分
な
検
討
を
求
め
る
旨
の
主
張
を
し

て
き
た
が
、
ほ
か
の
自
治
体
か
ら
同

様
の
意
見
は
な
く
、
当
初
事
務
局
案

の
と
お
り
協
議
が
整
っ
た
。

議案第76号
議案第77号

原案可決
原案可決

議案番号 審議結果

25　
片
山　

圭
之

24　
国
方　

功
夫

23　
水
本　

徹
雄

22　
内
田　

俊
英

21　
福
部　

正
人

20　
大
前　

誠
治

19　
山
本　

直
久

18　
加
藤　

正
員

17　
松
浦　

正
武

16　
横
川　

重
行

15　
小
橋　

清
信

14　
横
田　

隼
人

13　
多
田　

光
廣

12　
松
永　

恭
二

11　
真
鍋　

順
穗

10　
川
田　

匡
文

９　
三
宅　

真
弓

８　
香
川　
　

勝

７　
大
西　
　

浩

６　
岡
田　
　

剛

５　
神
田　

泰
孝

４　
中
谷
真
裕
美

３　
東　
　

由
美

２　
竹
田　

英
司

１　
武
田　

孝
三

－

－



若
者
の
政
治
参
加

地
元
企
業
の
人
材
確
保

企
業
誘
致
、丸
亀
市
の
イ
ベン
ト

11
月
13
日（
月
）

午
後
５
時
30
分

総
務
委
員
会

丸
亀
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

11
月
14
日（
火
）

午
後
６
時
30
分

都
市
経
済
委
員
会

四
国
Ｃ
ス
タ
丸
亀

議
会
報
告
会
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88
名
の
参
加
者
の
う
ち
、
約
30

名
が
市
内
の
高
校
、
大
学
校
に
通

う
10
代
、
20
代
の
若
者
で
し
た
。

　

議
会
か
ら
各
常
任
委
員
会
で
審

査
し
た
内
容
の
報
告
を
行
っ
た
後
、

意
見
交
換
会
に
入
り
ま
し
た
。

　

政
治
に
つ
い
て
高
校
生
が
感
じ

て
い
る
こ
と
、
疑
問
に
思
う
こ
と

な
ど
の
率
直
な
意
見
の
ほ
か
、
各

高
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
政
治
参

加
教
育
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

若
者
の
政
治
へ
の
無
関
心
が
課

題
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の

●
政
治
に
つ
い
て
調
べ
よ
う
と
し

て
も
、
勉
強
や
部
活
で
忙
し
く
難

し
い
。
市
か
ら
情
報
発
信
を
積
極

的
に
行
っ
て
し
い
。（
高
校
生
）

●
政
治
に
興
味
が
あ
る
人
も
な
い

人
も
い
る
。
学
校
で
政
治
教
育
を

し
て
は
ど
う
か
。（
高
校
生
）

●
議
会
だ
よ
り
は
分
か
り
に
く

い
。
見
よ
う
と
思
え
る
も
の
に
す

る
こ
と
が
必
要
。（
高
校
教
員
）

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て

18
才
未
満
の
意
見
も
聞
け
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ
ば
よ
い
。

（
高
校
生
）

●
勉
強
す
る
場
所
に
も
困
っ
て
い

る
。
商
店
街
に
自
習
室
を
つ
く
れ

ば
商
店
街
の
活
性
化
に
も
つ
な
が

る
し
、
そ
こ
で
政
治
参
加
の
啓
発

も
で
き
る
と
思
う
。（
高
校
生
）

意
見
交
換
会
で
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
参
考
に
、
我
々
市
議
会
も
よ

り
分
か
り
や
す
く
市
民
に
開
か
れ

た
も
の
と
な
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

産
業
や
観
光
の
振
興
に
関
す
る

テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ
た
意
見
交
換

会
に
は
、
市
内
企
業
や
経
済
団
体

を
中
心
に
、
52
名
の
ご
参
加
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
意
見
交
換
会
は
、

議
員
と
参
加
者
が
対
面
す
る
座
席

配
置
で
し
た
が
、
今
回
は
議
員
と

参
加
者
が
車
座
と
な
り
、
活
発
に

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
市
の
経
済
・
観
光
を
支
え
る

参
加
者
の
方
た
ち
か
ら
、
産
業
振

興
や
観
光
振
興
の
政
策
的
な
提
言

だ
け
で
な
く
、
議
会
報
告
会
・
意

見
交
換
会
と
い
う
取
り
組
み
を
開

催
し
て
終
わ
り
に
せ
ず
、
次
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の

●
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
お
客
様
を
呼

ぶ
た
め
に
は
公
共
施
設
の
ト
イ
レ

を
清
潔
で
安
心
し
て
使
え
る
も
の

に
す
る
こ
と
が
必
要
。

●
企
業
誘
致
に
お
い
て
は
、誘
致
対

象
企
業
の
大
き
さ
、業
種
な
ど
ご
と

に
柔
軟
な
支
援
を
行
う
こ
と
や
、定

住
自
立
圏
域
の
行
政
が
連
携
し
た

誘
致
活
動
の
推
進
を
検
討
す
べ
き
。

●
愛
媛
県
や
島
根
県
の
取
り
組
み

を
参
考
に
、
本
市
も
人
材
確
保
の

取
り
組
み
を
拡
充
す
る
べ
き
。

●
内
陸
部
で
の
企
業
立
地
の
希
望

も
多
い
。
大
規
模
用
地
の
情
報
や

市
有
地
の
情
報
な
ど
を
提
供
い
た

だ
き
た
い
。

●
こ
の
よ
う
な
意
見
交
換
会
は
い

い
こ
と
。
運
営
方
法
な
ど
を
改
善

し
て
の
次
回
を
期
待
す
る
。

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
ま
ち
づ

く
り
に
生
か
せ
る
よ
う
、
議
会
と

し
て
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

高
校
生
な
ど

多
く
の
若
者
が
参
加

会
場・ア
ン
ケ
ー
ト
の

ご
意
見

産
業
振
興
の
取
り
組
み

会
場・ア
ン
ケ
ー
ト
の

ご
意
見

意見交換会意見交換会
丸亀市議会初の試みとして、
常任委員会ごとにテーマを設定して
意見交換会を行いました。



ス
ポ
ー
ツ
振
興

学
校
教
育

11
月
14
日（
火
）

午
後
６
時
30
分

生
活
環
境
委
員
会

丸
亀
市
民
体
育
館

11
月
21
日（
火
）

午
後
7
時
30
分

教
育
民
生
委
員
会

飯
山
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

議
会
報
告
会
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地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
携

わ
る
方
な
ど
23
名
の
方
が
参
加

し
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
テ
ー
マ
に

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

議
会
報
告
に
つ
い
て
の
質
疑
応

答
の
後
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

ほ
か
の
会
場
に
比
べ
て
参
加
人

数
は
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ

の
分
参
加
者
の
意
見
を
丁
寧
に
聞

●
地
域
で
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
丸
亀
は

ほ
か
の
市
町
に
比
べ
て
道
具
も
指

導
者
も
不
足
し
て
い
る
。
市
も
力

を
注
い
で
い
た
だ
き
た
い
。

●
か
つ
て
運
動
公
園
に
テ
ニ
ス
場

を
16
面
整
備
す
る
と
い
う
計
画
が

あ
り
、
テ
ニ
ス
関
係
者
が
待
ち
望

ん
で
い
た
も
の
の
進
ん
で
お
ら

ず
、
市
に
も
当
初
の
増
設
計
画
を

知
る
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
い

う
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ぜ
ひ
と

も
整
備
を
お
願
い
す
る
。

●
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
指

導
に
取
り
組
み
た
い
。
市
の
ス
ポ

ー
ツ
推
進
、
強
化
に
つ
な
が
る
協

力
を
し
た
い
。

く
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
参

考
に
し
な
が
ら
、
市
民
が
気
軽
に

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
が
整

っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

小
中
学
生
の
保
護
者
な
ど
56
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
別
支
援
学
級
の
現
状
や
老
朽

化
が
進
む
学
校
施
設
の
状
況
な
ど
、

保
護
者
が
感
じ
て
い
る
学
校
教
育

へ
の
疑
問
、
要
望
な
ど
多
く
の
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
「
学
校
に
要
望
し

て
も
予
算
不
足
を
理
由
に
対
応
し

て
も
ら
え
な
い
」
と
い
う
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
の
施

策
、
事
業
に
は
予
算
が
必
要
で
あ

り
、
残
念
な
が
ら
全
て
の
ご
希
望

に
沿
え
な
い
の
が
実
情
で
す
。

●
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
の
使
い
方
に
疑
問

が
あ
る
。
本
来
、
学
校
の
公
費
で

賄
う
べ
き
も
の
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
費
が

使
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

●
子
が
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
し

て
い
る
が
、
支
援
員
が
不
足
し
て

お
り
、
保
護
者
が
付
い
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
現
状
が
あ
る
。
現

状
を
知
っ
て
ほ
し
い
。

●
垂
水
小
学
校
は
老
朽
化
し
て
い

る
。
学
校
は
災
害
時
に
は
避
難
場

所
に
も
な
る
。一
度
見
て
ほ
し
い
。

●
給
食
費
無
償
化
の
議
論
は
進
ん

で
い
る
の
か
。

●
丸
亀
市
の
い
じ
め
の
現
状
は
。

●
完
全
米
飯
給
食
を
実
現
し
て
ほ

し
い
。

●
公
立
、
私
立
の
平
等
化
を
お
願

い
す
る
。

　

議
会
で
は
、
皆
様
か
ら
お
聞
き

し
た
学
校
現
場
の
問
題
点
や
現
状

を
把
握
し
、
限
ら
れ
た
予
算
で
よ

り
よ
い
解
決
が
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ど
の
世
代
も
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を

会
場・ア
ン
ケ
ー
ト
の

ご
意
見

教
育
現
場
で
の
疑
問・要
望

会
場・ア
ン
ケ
ー
ト
の

ご
意
見

議会報告会議会報告会多くの方にご参加いただき
ありがとうございました。
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市長に意見書・提言書を提出

　
　
　
　
　
　

平
成
24
年
に
初
め
て

　
　
　
　
　

開
催
し
た
議
会
報
告
会

　
　
　
　
　

も
今
年
で
６
年
目
。
こ

れ
ま
で
多
く
の
ご
参
加
を
い
た
だ

き
、
丸
亀
の
現
在
と
未
来
に
つ
い
て

た
く
さ
ん
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
の
議
会
報
告
会
で
は
、

広
く
市
民
の
意
見
や
思
い
を
お
聴
き

す
る
た
め
、
初
の
試
み
と
な
る
「
意

見
交
換
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
開
催

日
を
３
日
に
分
け
、
会
場
ご
と
に
意

見
交
換
テ
ー
マ
を
変
え
て
周
知
し
た

と
こ
ろ
、
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
の

方
ま
で
大
変
多
く
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
ど
の
会
場
で
も
実
り
の
あ
る

意
見
交
換
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換

会
を
よ
り
充
実
し
た
内
容
に
す
る
た

め
に
、
今
回
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方

か
ら
の
貴
重
な
ご
意
見
な
ど
を
大
い

に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
私
た
ち
一
人
一
人
の
無
関
心
。

そ
れ
が
民
衆
の
敵
な
ん
で
す
」

　

こ
の
言
葉
は
、
昨
年
に
政
治
を
テ

ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
民
衆

の
敵
」
の
最
終
回
で
、
市
長
で
あ
る

主
人
公
が
言
っ
た
せ
り
ふ
で
す
。

　

た
と
え
小
さ
な
こ
と
で
も
丸
亀
市

民
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
。
こ
の

〝
瞬
間
〞か
ら
共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

広
報
広
聴
委
員
長
　
水
本
徹
雄

市
長
は
じ
め
市
幹
部
に
意
見
書

の
内
容
を
説
明
す
る
行
財
政
改

革
特
別
委
員
会
委
員

市
長
、副
市
長
に
提
言
書
を
手

渡
す
松
永
議
長
、三
宅
副
議
長

編
集

後
記

　行財政改革特別委員会では、市の511事業か
ら170事業を選定し、各担当部局にヒアリング
を行い、その内容を踏まえて委員間で討議を行
いました。　　
　討議の結果、予算執行のあり方、事業の方向
性など74の事業について出された意見を意見
書として取りまとめ、市長に提出しました。

●市民相談室の再構築
現在、ふるさと納税に関する事務も行ってい
る市民相談室の役割を見直し、市民からの相
談に特化したものとするべき
●防災アドバイザーの廃止
現在の形の防災アドバイザーの役割は終了し
たと思われるため廃止し、経験ある者の再任
用等へ移行するべき
●敬老祝金・敬老会参加年齢の検討
高齢者の増加傾向を踏まえ、敬老祝金の減額、
敬老会参加年齢の引き上げを検討するべき
●市民球場管理運営の民間委託
民間委託を早急に実施するべき

　昨年９月の定例会において、予算決算特別委
員会では平成28年度決算の審査を行いました。
　決算の審査結果を次年度予算に反映させると
いう「PDCA」サイクルの趣旨から、特別委員
会全委員の賛同を得られた意見を提言書として
取りまとめ、市長に提出しました。

●老人クラブ加入者の減少傾向が続いているの
で、実効ある対策を講じるとともに、社会福
祉協議会への運営移転後も外部任せとならな
いよう市も見守ること
●猪熊弦一郎現代美術館の運営手法について、
市民や外部有識者の意見を取り入れるなど抜
本的な見直しを行うこと
●離島住民の救急搬送の改善を図ること
●17コミュニティのうち10しか存続していない
婦人会の必要性、問題点などを洗い出し、真
に機能する姿にするべく政策を練ること
●児童数が多い青い鳥教室の支援員加配など改
善を検討すること
●０～２歳児の保育受け入れ体制を整えること

意見書の主な内容
提言書の主な内容

行財政改革特別委員会の
事業ヒアリングを踏まえた意見書

予算決算特別委員会の
決算審査を踏まえた提言書
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